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専門分野／植物細胞の分化全能性と新規有用作物の育成・有用物質生産、
 新しい育種技術の社会受容。
趣　　味／DIYバイオ、美術館・博物館巡り。

低さや安定性の問題から実用化できなかった。そこで、

1980年代後半以降、分子生物学・遺伝子組換え技術

の進展とともに、生合成酵素遺伝子の解明と同定した

遺伝子を用いた代謝工学による物質生産が試みられ

てきた。しかし、残念ながら、植物細胞の増殖の遅さ等の

問題から、実用化は未だ困難な段階に留まっている。

　一方、2000年代における急激なゲノム科学・次世代

シーケンサーの進展とともに、生合成酵素遺伝子が多く

同定されるようになり、得られた遺伝子を用いて、植物

の作る低分子成分を微生物発酵系で生産しようとする

試みがある。実際、我々のグループをはじめとして複数

のグループが酵母や大腸菌を用いてケシ科の麻薬成

分であるモルヒネ関連物質を産生するに至っている。大

腸菌では、お酒を醸造できないが、酵母であれば、お酒

を醸造するように見せかけて麻薬を製造しているという

ことが起こりうる時代になってきたと言える。もちろん、現

状は、実用レベルの生産性はなく、こうした危惧は起こり

そうにない。しかし、技術は、思いもかけない速さで進ん

でおり、突然、社会に問題を突きつける危険性がある。

新しい技術開発・真理探究に勤しむ我々科学者の社

会発信の責任が益々重大になってきたと感じている。
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　ゲノム編集技術の進展とともに、ヒトの受精卵を用い

て変異した遺伝子を修復し、治療するということが可

能となりつつある（例えば、学術会議提言*をご覧いた

だきたい）。もちろん、倫理的に、許されるのかどうか、大

きく議論されているところである。血友病のような不治

の病を直せる可能性があるにも関わらず治療（ゲノム

編集）しないことが非人道的と糾弾される可能性があ

る一方、こうした遺伝子操作を一度認めると筋力増強

のような治療以外の分野に悪用される危険性がある。

これまでになかった新しい、その一方で、身近に使える

技術を、どう社会が管理し、利用していくかということは、

技術に最も近い科学者がより真剣に社会発信すべき

課題である。

　私自身の対象とする植物天然物研究においても悩

ましい問題がある。植物が作る低分子の二次代謝産物

のあるもの、例えば、含窒素化合物であるアルカロイドは、

生理活性が高く医薬品としても利用されている。1970

年代における細胞・組織培養技術の発達は、一部の有

用物質のタンク生産を可能としたが、多くは、生産性の
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合成生物学の時代に

植物特有と思われてきたケシアルカロイドも大腸菌で合成できる
（https://www.kyoto-u.ac.jp/en/research/research_results/2015/160205_1.htmlより引用）

対談 Musashiから再生医療、創薬まで
つながっていると思っています

＊我が国の医学・医療領域におけるゲノム編集技術のあり方
http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-23-t251-1.pdf


